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平成20年３月期中間（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  平成20年３月期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）の業績予想について、平成19年５月21日

付当社「平成19年３月期決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成20年３月期 業績予想の修正等 

(１) 連結中間期（平成19年４月１日～平成19年９月30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前回予想（Ａ） ４,６８２ ４９７ ４９１ ２９６ 

今回修正（Ｂ） ５,０００ ７１１ ７１６ ４１０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ３１７ ２１３ ２２４ １１４ 

増 減 率 ６.８％ ４３.０％ ４５.７％ ３８.７％ 

（ご参考） 
前中間期実績 

（平成19年３月期中間期） 

４,３０２ ３７６ ３８０ ２２２ 

 

(２) 個別中間期（平成19年４月１日～平成19年９月30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前回予想（Ａ） ４,５３５ ４３６ ４１５ ２４９ 

今回修正（Ｂ） ４,６９４ ５６２ ５５４ ３１５ 

増減額（Ｂ－Ａ） １５９ １２５ １３８ ６５ 

増 減 率 ３.５％ ２８.９％ ３３.３％ ２６.３％ 

（ご参考） 
前中間期実績 

（平成19年３月期中間期） 

４,０６１ ２３８ ２２９ １２９ 

 



２．修正理由 

売上高につきましては、水晶製品において、無線モジュール、パソコン及び周辺機器向けな

どの受注が期初計画よりも好調に推移いたしました。 

営業利益及び経常利益につきましては、超小型水晶製品の収益性向上や一般管理費の節減等

によりそれぞれ連結・個別ともに予想を上回る見込みであります。 

中間純利益につきましては、経常利益の増加に加え、固定資産除却損の発生、税金計算の見

直し等を加味した結果、連結・個別ともに前回予想を上回る見込みであります。 

 

なお、通期の業績予想につきましては、現在精査中であります。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は、今後の様々な要因により、上記予想数値とは異なる可能性があります。 

 

以  上 

 


